










































あとがき

「氷の国のアッシュコーヒー」を手にとっていただきありがとうございます。このお話を

思いついたのは東日本大震災と原子力発電所の問題に思いをめぐらせていた時でした。ず

っと先の未来を想像した時に本当に必要なものや、日本の土地と気候に適切な発電方法は

何なのか？今だけの事や表面的な事だけに気をとられ過ぎていたり、一時的な不安の穴埋

めをしていないか？。。など。

必要な事はなんだろう？私はそれは物事の本質を見る力なのではないかと思いました。

このお話にでてくる「氷の国」と「アッシュコーヒー」は実在しませんが、何世紀も前に

起きた小氷河期の歴史とアイリッシュコーヒーがアイデアの元となりました。お話にでて

くる人々は多くのものをなくしてしまいましたが、彼らがすでに持っていた土地、気候条

件。それらに耳を傾けた結果、ウイスキーの存在の大きさに気づき、それがアッシュコー

ヒーを生み出すきっかけともなりました。

その土地のものだけではなく、彼らは暑い国からやってくるコーヒーを飲み続けています。

コーヒーの中にウイスキーをひとたらしした彼らの小さな勇気。それは他者とのコミュニ

ケーションを生み出す結果にもつながります。そしてアッシュコーヒーが愛され続けてい

る理由はそれがその場所と人々のあいだで意味を成している存在だから。

地震や原発の問題以前に、私たちは日々のなかで常に選択を迫られています。だからこそ、

日々を大切に、後悔のないように生きていきたいです。

この本がみなさまにとってずっと愛される存在でありますように。

この本を制作するにあたって協力してくれた皆様、本当にありがとうございました。そし

て小さな子たちへ。ウイスキーは大人の飲み物なので、大人になったらためしてみてね！
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